
　

川
口
市
立
県
陽
高
校
は
「
地
域
社
会
に

貢
献
で
き
る
『
人
財
』の
育
成
」を
目
標
に

「
県
陽
高
校
構
想
」を
打
ち
出
し
、２
０
０
３

年
度
か
ら
継
続
的
に
教
育
力
向
上
に
努
め

て
き
た
。
来
た
る
18
年
度
に
他
の
川
口
市
立

高
校
２
校
と
統
合
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
お

り
、同
校
の
特
長
を
精
一
杯
引
き
上
げ
て
新

校
に
受
け
継
ご
う
と
、現
在
は
最
後
の
仕
上

げ
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　

一
連
の
「
県
陽
高
校
構
想
」の
な
か
で
、

07
・
08
年
度
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
だ
の
は

進
路
指
導
改
革
だ
。
当
時
は
進
路
未
決
定

者
の
多
さ
が
大
き
な
課
題
だ
っ
た
が
、早
い

段
階
か
ら
進
路
意
識
を
高
め
る
３
年
間
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
、進
路
決
定
率
１
０

０
％
を
達
成
し
た
。
そ
れ
か
ら
数
年
が
経
っ

た
今
、「
現
状
に
合
わ
せ
て
進
路
指
導
も
変

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」と
吉
野
浩
一
校
長
。

15
年
度
か
ら
は
新
た
に「
主
体
的
な
進
路
選

択
が
で
き
る
能
力
の
育
成
」を
研
究
テ
ー
マ

と
し
て
、川
口
市
教
育
委
員
会
研
究
委
嘱

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
進
路
決
定
率
１
０
０
％
」か
ら「
一
人
ひ
と

り
の
主
体
的
な
進
路
選
択
」へ
と
指
導
の
重

心
を
移
し
た
背
景
に
は
、同
校
生
徒
の
受
け

身
な
態
度
が
あ
る
。
進
路
指
導
部
・
細
田
圭

子
先
生
は
生
徒
に
つ
い
て
「
素
直
で
真
面
目

だ
け
れ
ど
、自
分
か
ら
進
ん
で
取
り
組
む
こ

と
が
苦
手
」と
指
摘
。進
路
に
つ
い
て
も
、「
指

定
校
推
薦
で
受
か
る
と
こ
ろ
に
行
け
れ
ば
い

い
」と
い
う
消
極
的
な
選
択
が
目
立
つ
と
い

う
。
進
路
指
導
主
事
の
小
境
幸
子
先
生
は

そ
こ
に
危
機
感
を
も
っ
て
い
た
。　

 

「
こ
れ
か
ら
生
徒
が
生
き
て
い
く
の
は
、変

化
が
激
し
く
不
確
か
な
社
会
で
す
。
キ
ャ
リ

ア
チ
ェ
ン
ジ
の
必
要
も
増
え
て
い
く
な
か
、自

分
の
人
生
を
自
ら
切
り
拓
い
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
高
校
段
階
で
主
体
的
に
進

路
選
択
を
さ
せ
る
と
と
も
に
、こ
の
先
の
人

生
を
自
分
ら
し
く
生
き
る
力
を
育
み
た
い

と
考
え
ま
し
た
」（
小
境
先
生
）

　

生
徒
の
主
体
的
な
進
路
選
択
に
向
け
て
、

同
校
が
意
識
し
て
い
る
の
は
自
己
理
解
・
進

路
情
報
・
進
路
計
画
・
進
路
選
択
・
問
題
解

決
の
５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
。
こ
れ
ら
を
盛
り

込
ん
だ
３
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
、

Ｌ
Ｈ
Ｒ
の
時
間
を
中
心
に
展
開
し
て
い
る

（
図
１
）。

　

１
学
年
は
自
己
理
解
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
テ
ス
ト
結
果
や「
ジ
ョ
ハ
リ

の
窓
」を
使
っ
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、

多
様
な
視
点
か
ら
自
分
自
身
を
見
つ
め
さ

せ
る
。
昨
年
度
は
知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法

に
よ
る
、大
学
や
専
門
学
校
な
ど
の
進
路
に

つ
い
て
の
情
報
共
有
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
行
っ

た
。
２
学
年
の
テ
ー
マ
は
、社
会
・
学
問
を
知

り
、自
分
の
方
向
性
を
定
め
る
こ
と
。
大
学

や
専
門
学
校
の
協
力
を
得
て
、分
野
別
ガ
イ

ダ
ン
ス
や
模
擬
授
業
体
験
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
う
し
て
将
来
の
目
標
を
も
た
せ
、３
学
年

で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
進
路
に
向
け
た
計

画
を
立
て
さ
せ
、実
践
的
な
指
導
を
行
う
。

「行ける」から「行きたい」が軸の進路選択へ。
自ら情報収集や相談する行動を促す仕掛けづくり

 

「
た
だ
話
を
聞
く
だ
け
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、

生
徒
は『
わ
か
っ
た
つ
も
り
』に
な
る
だ
け
で

す
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
授
業
体
験
な
ど
を

取
り
入
れ
、生
徒
の
体
と
頭
を
動
か
す
工
夫

を
し
て
い
ま
す
」（
小
境
先
生
）

　

し
か
し
な
が
ら
、用
意
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

こ
な
す
だ
け
で
は
、同
校
が
目
指
す
「
主
体

性
」の
育
成
に
は
十
分
と
は
い
え
な
い
。進
路

決
定
や
そ
の
実
現
に
向
け
、「
自
ら
行
動
を

起
こ
す
」こ
と
を
重
視
。そ
の
第
一
歩
と
し
て
、

進
路
室
に
足
を
運
ぶ
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
。

 

「
進
路
に
つ
い
て
ど
う
動
い
て
い
い
か
わ
か
ら

ず
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
う
生
徒
は
多
い
で
す

が
、ま
ず
進
路
室
に
来
て
も
ら
え
れ
ば
豊
富

な
情
報
と
経
験
豊
か
な
教
員
に
よ
っ
て
、次

に
自
ら
行
動
す
る
き
っ
か
け
を
つ
か
む
こ
と

1942年設立／普通科／生徒数479人（男子264人・女子215人）
進路状況（2016年３月実績）／大学91人・短大14人・専門学校39人・就職7人・その他8人学校データ

地域社会に貢献できる「人財」

生徒

教員の関わり・姿勢プログラム・仕組み

入学時 進路選択時
●自信がなく受け身
●進路は「行けるところに
　行く」という姿勢で、
　指定校推薦を考える
　生徒が多数

●将来について真剣に
　向き合う
●進路に向けて積極的に
　行動
●「行きたい」を軸に
　進路選択

●進路室に足を運ぶことを第一歩とした、
生徒の主体的な進路行動を促す
●担任と進路指導部、校長など多様な教
員が連携して個別指導を行う

●３年間の体系的な進路指導プログラム
●主体性育成・振り返りのための5つの
　因子を設定
●グループワークを交えた進路学習
●オリジナル冊子「キャリアガイダンス」

自己理解
進路情報収集
進路計画立案

取材・文／藤崎雅子

「
指
定
校
推
薦
で
行
け
る
学
校
へ
」

か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
て

自
己
理
解
か
ら
取
り
組
む

３
年
間
の
進
路
プ
ロ
グ
ラ
ム

目指す生徒像▶

進路指導実践レポート生徒の進路決定力を高める
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が
で
き
ま
す
。
授
業
で
も
進
路
を
テ
ー
マ
に

す
る
な
ど
、日
常
的
に
進
路
室
訪
問
の
き
っ

か
け
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」（
進
路
指

導
部
・
鶴
田
京
子
先
生
）

　

進
路
室
で
は
、進
路
指
導
部
の
教
員
が
丁

寧
に
対
応
す
る
。

 

「
生
徒
た
ち
が
納
得
で
き
る
進
路
を
決
め
て

い
く
に
は
、個
別
の
フ
ォ
ロ
ー
が
大
事
に
な
り

ま
す
。
私
が
個
別
指
導
で
心
掛
け
て
い
る
の

は
、簡
単
に
答
え
を
与
え
る
の
で
は
な
く
、問

い
か
け
る
こ
と
で
本
人
の
な
か
に
あ
る
も
の

を
引
き
出
す
こ
と
。
そ
こ
で
出
て
く
る
生
徒

の
言
葉
か
ら
、『
そ
れ
な
ら
こ
れ
を
調
べ
て
み

た
ら
』な
ど
次
の
行
動
へ
の
道
筋
を
つ
け
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
」（
小
境
先
生
）

　

３
年
生
の
面
接
指
導
は
ま
ず
担
任
が
行

う
が
、生
徒
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
小
境
先
生

も
今
年
度
は
約
60
人
を
指
導
し
た
。

 

「
生
徒
が
話
し
か
け
や
す
い
信
頼
関
係
を
日

常
か
ら
築
き
、生
徒
が
自
ら
さ
ま
ざ
ま
な
教

員
に
相
談
す
る
体
制
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」（
小
境
先
生
）

　

生
徒
の
主
体
性
を
重
視
し
た
進
路
指
導

の
実
践
に
よ
り
、同
校
生
徒
に
変
化
の
兆
し

が
見
え
る
。
昨
年
度
、前
述
の
５
つ
の
キ
ー
ワ

ー
ド
に
基
づ
く
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

進
路
学
習
前（
４
月
）と
後（
２
月
）の
結
果

を
比
較
す
る
と
、「
自
己
理
解
」に
関
す
る

項
目
の
自
己
評
価
は
や
や
上
昇
し
た
が
、

「
進
路
選
択
」に
関
す
る
項
目
は
低
下
し
て

お
り
、進
路
選
択
に
困
難
さ
を
感
じ
る
生
徒

が
増
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

 

「
選
択
肢
が
多
い
ほ
ど
選
択
は
難
し
く
な
り

ま
す
。
こ
の
調
査
結
果
は
、生
徒
が
多
様
な

価
値
観
と
情
報
に
触
れ
た
こ
と
で
選
択
肢

が
増
え
、そ
の
正
解
の
な
い
問
題
に
し
っ
か
り

向
き
合
お
う
と
し
始
め
た
証
拠
と
と
ら
え
て

い
ま
す
」（
鶴
田
先
生
）

　

生
徒
は
悩
む
だ
け
で
な
く
、「
自
ら
動
く

積
極
性
が
出
て
き
た
」と
小
境
先
生
は
行
動

面
に
も
注
目
す
る
。
進
路
室
を
訪
れ
る
生

徒
は
増
加
。進
学
や
就
職
の
試
験
を
控
え
た

３
年
生
は
、担
任
以
外
の
教
員
に
も
面
接
練

習
の
依
頼
を
し
、吉
野
校
長
へ
の
模
擬
面
接

依
頼
は
昨
年
度
の
２
倍
近
く
に
増
え
た
。

 

「
健
全
な
悩
み
が
増
え
て
、そ
れ
を
解
決
す

る
た
め
に
進
路
室
で
情
報
収
集
し
た
り
、個

別
相
談
に
動
き
出
し
た
こ
と
は
、受
け
身
だ

っ
た
生
徒
た
ち
に
は
大
き
な
前
進
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」（
吉
野
校
長
）

　

実
際
の
進
路
選
択
で
は
、従
来
の
よ
う
に 

「
指
定
校
推
薦
か
ら
選
ぶ
」だ
け
で
は
な
く
、

公
募
推
薦
や
Ａ
Ｏ
入
試
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

生
徒
が
増
え
て
い
る
。
合
格
し
た
大
学
に
納

得
が
で
き
な
い
、と
浪
人
を
選
ぶ
生
徒
も
出

て
き
た
。 

 

「
今
、自
分
で『
行
き
た
い
と
こ
ろ
』を
目
標

に
努
力
し
た
経
験
は
、社
会
を
力
強
く
生
き

る
力
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い

ま
す
」（
小
境
先
生
）

将
来
と
真
剣
に
向
き
合
い

悩
む
生
徒
が
増
加

進路指導部
細田圭子先生

進路指導主事
小境幸子先生

校長
吉野浩一先生

進路指導部
鶴田京子先生

大学生による「キャリアゼミ」で生徒が感じたこと
１・２年合同分野別模擬授業
体験で、トリマーになるための
専門学校の模擬授業を受け
る生徒たち。

１学年で実施した進路ジグソー
活動。プレゼン・学習した内容を
グループ内で説明する様子。

進路の手引き「キャリアガイダンス」。
幅広い進路情報を網羅し、各種提
出書類も綴じられている。

年度末の進路希望調査
に使う「進路カルテ」。高
校生活の振り返りや面
談の記録の欄もある。

●今回、話を聞いた大学生で、飛行機のパイロット室のボタンなど
の配置を心理学でデザインする仕事に就きたいと言っていた人
がいて、本当に仕事は幅が広いんだと思いました。期末テストが
終わったら、大学を調べてみます。

●自分の知らなかったことをたくさん知ることができた。自分が将来
何をしたいのか迷ったときは、自分の周りから興味のあることを探
すということが印象に残った。

●みんなと意見を交換することで、学問の面白みを知ることができ
て良かった。

●自分の進路に一番近い分野を選択しましたが、やっぱり自分が
行きたいのはこの分野しかないと再確認することができました。

●進路について改めて考えることができた。大学生の話などもっと
聞いて、これからの進路決定に役立てられると良いです。

１学年 テーマ：自己理解

4月 新入生オリエンテーション・進路希望調査・
第１回スタディサポート・２者面談

5月 進路適性検査・小論文模試

6月 ３者面談・実力テスト・受験ガイダンス・
進路学習（職業レディネステスト）

7月 進路学習（職業レディネステスト）進路講演会
8月 夏季進路対策講座・オープンキャンパスおよび説明会参加
9月 進路学習（ジョハリの窓）・第２回スタディサポート・進路講演会
10月 小論文ガイダンス・小論文模試・進路ジグソー活動
11月 進路保護者説明会
1月 模擬授業体験・２者面談
2月 実力テスト・進路カルテ提出
2学年 テーマ：社会を知る
4月 進路ガイダンス・進路希望調査・２者面談
5月 進路適性検査・小論文模試・第１回スタディサポート
6月 ３者面談・実力テスト・受験ガイダンス
7月 進路ガイダンス
8月 夏季進路対策講座・オープンキャンパスおよび説明会参加
9月 第２回スタディサポート・進路保護者会
10月 小論文ガイダンス・小論文模試・進路適性検査
11月 進路学習（キャリアゼミ・進路グループ学習）
12月 進路ガイダンス（大学・専門学校による分科会も実施）
1月 模擬授業体験・２者面談
2月 実力テスト・進路カルテ提出
3学年 テーマ：進路実現に向けた行動
4月 進路ガイダンス・進路希望調査・２者面談・進路カルテ提出
5月 進路ガイダンス・小論文模試
6月 ３者面談・実力テスト・受験ガイダンス
7月 進路ガイダンス・進路カルテ提出
8月 夏季進路対策講座・オープンキャンパスおよび説明会参加
９月 学年進路指導・進路カルテ提出
10月 進路ガイダンス

図1  進路指導の年間計画（2016年度）

生徒の進路選択・決定力 どう高める？
【進路指導実践レポート】

県陽高校3
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